








要約:血管内皮細胞に由来し、強力な血管収縮作用を持つエンドセリンの血漿中濃度(基準

値:2 歳未満 4.Opg/ml、2 歳以上 2.Opg/ml)を川崎病急性期 28 例の有熱時と解熱時に測定

し、川崎病遠隔期 12 例、呼吸器感染症 5 例と比較した。有熱時には後 3 者に比べ有意に

高値を示し、後 3者の間には有意差を認めなかった。心合併症を 4例に認め、それらのエ

ンドセリン濃度は解熱時にも高値を示した。厚生省のガイドラインによる r-globulin 投

与の適応があった 23 例中、13 例(56.5%)で有熱時のエンドセリン濃度は高値を示し、適

応がなかった 5例ではすべて基準値以下であった。血漿エンドセリン濃度は、血管炎をよ

り直接的に反映する指標として、川崎病の心合併症発生の予測において、ガイドラインに

よる特異性を向上させる可能性が示唆された。


